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近年、化学の力を利用して生命現象を解き明かすケミカルバイオロジー研究が注目されて

いる。オリジナリティーあるケミカルバイオロジー研究を展開する上で第一ステップとなるのは、

興味深い生理活性を有する化合物（バイオプローブ）を発見することである。私はこれまで、

細胞の形態変化に着目した独自の評価系構築を行い、スクリーニング、活性物質の同定、作

用機序解析を進めてきた。本研究会では以下の研究について紹介する。 

 

1) 細胞形態変化データベース「モルフォベース」の構築と活用 

 がん細胞に抗がん剤を添加すると、その作用機序に応じて細胞の形が変化して死に至る。

そこで細胞の形をコンピューター上で定量化する方法を開発し、形態変化と薬剤作用とを関

連づけたデータベース「モルフォベース」を構築した。また作用未知化合物がデータベース内

のどのリファレンス化合物と類似するかをスコア化する方法を開発し、抗がん物質 NPD6689

や GN39482、ピロリジラクトンの作用を明らかにした。 

 

2) AI を利用した抗真菌活性物質の探索 

 イネいもち病の形態解析では、深層学習を利用し、蛍光染色を一切ほどこさない細胞画像

データをコンピューターに学習させ、いわゆる顔認証と同じ要領で迅速に細胞形態を分類さ

せた。最近、この手法を天然物スクリーニングに応用して一放線菌代謝物から新規 26 員環マ

クロライド化合物を見出した。 
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